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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動通信端末機のメッセージ転送装置であって、該装置は、
　メッセージを生成するメッセージ生成部と、
　該メッセージを複数のデータブロックであって、所定サイズを有する複数のデータブロ
ックに分割する制御部と、
　該データブロックを順に一時的に保存するバッファと
　を備えており、
　該制御部は、該バッファが一杯になると、該保存されたデータブロックのフォーマット
を、ネットワークを介して転送または受信可能なタイプに変換し、
　該制御部は、該変換されたタイプを有するデータブロックを順にファイルに結合し、該
変換されたタイプを有するデータブロックをファイルに結合した後に、該バッファから該
保存されたデータブロックを削除し、
　該装置は、
　該メッセージの全てのデータブロックが順にファイルに結合されると、該ファイルを保
存する保存部であって、該制御部は、メッセージ転送が要求されたときに該ファイルに保
存されたメッセージを読み出す、保存部と、
　該読み出されたメッセージを受信側に転送する送信部と
　をさらに備えている、装置。
【請求項２】
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　前記データブロックは、一定サイズを有する、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記保存されたデータブロックのフォーマットを、インターネット接続
を介して電子メールを交換するために使用されるマルチメディア文書タイプに変換する、
請求項１に記載の装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記保存されたデータブロックのフォーマットを、多目的インターネッ
トメール拡張（ＭＩＭＥ）タイプに変換する、請求項１に記載の装置。
【請求項５】
　前記ネットワークを介して転送または受信可能なデータブロックのタイプは、多目的イ
ンターネットメール拡張（ＭＩＭＥ）タイプであり、前記変換されたタイプを有するデー
タブロックは、該変換されたタイプを有するデータブロックのコンテンツのタイプを識別
するための識別子を含む、請求項１に記載の装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記ファイルをＥＦＳ（Ｅｍｂｅｄｄｅｄ　Ｆｉｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）
メモリに保存する、請求項１に記載の装置。
【請求項７】
　前記制御部は、前記ファイルを外部メモリに保存する、請求項１に記載の装置。
【請求項８】
　前記外部メモリは、スマートカードと、ＵＩＭ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉ
ｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードと、ＳＩＭ （Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードとのうちの少なくとも１つであ
る、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記メッセージは、マルチメディアメッセージサービス（ＭＭＳ）メッセージである、
請求項１に記載の装置。
【請求項１０】
　前記メッセージは、電子メールメッセージである、請求項１に記載の装置。
【請求項１１】
　前記制御部は、前記メッセージを含んでいる前記ファイルを前記受信側に転送する、請
求項１に記載の装置。
【請求項１２】
　移動通信端末機のメッセージ転送方法であって、
　該方法は、
　（ａ）メッセージを作成するステップと、
　（ｂ）該メッセージを複数のデータブロックであって、所定サイズを有する複数のデー
タブロックに分割するステップと、
　（ｃ）該データブロックをバッファに順に保存するステップと、
　（ｄ）バッファが一杯になると、該保存されたデータブロックのフォーマットを、ネッ
トワークを介して転送または受信可能なタイプに変換するステップと、
　（ｅ）該変換されたタイプを有するデータブロックを順にファイルに結合するステップ
と、
　（ｆ）該バッファから該保存されたデータブロックを削除するステップと、
　（ｇ）該メッセージの全てのデータブロックが変換されて順にファイルに結合されるま
で該ステップ（ｃ）～（ｆ）を繰り返すステップと、
　（ｈ）該ファイルを保存部に保存するステップと、
　（ｉ）該保存部に保存されたファイルを受信側に転送するステップと
　を包含する、方法。
【請求項１３】
　前記データブロックは、一定サイズを有する、請求項１２に記載の方法。
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【請求項１４】
　前記保存されたデータブロックのフォーマットは、インターネット接続を介して電子メ
ールを交換するために使用されるマルチメディア文書タイプに変換される、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１５】
　前記保存されたデータブロックのフォーマットは、多目的インターネットメール拡張（
ＭＩＭＥ）タイプに変換される、請求項１２に記載の方法。
【請求項１６】
　前記ネットワークを介して転送または受信可能なデータブロックのタイプは、多目的イ
ンターネットメール拡張（ＭＩＭＥ）タイプであり、前記変換されたタイプを有するデー
タブロックは、該変換されたタイプを有するデータブロックのコンテンツのタイプを識別
するための識別子を含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１７】
　前記ファイルをＥＦＳ（Ｅｍｂｅｄｄｅｄ　Ｆｉｌｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）メモリに保存す
るステップをさらに包含する、請求項１２に記載の方法。
【請求項１８】
　前記ファイルを外部メモリに保存するステップをさらに包含する、請求項１２に記載の
方法。
【請求項１９】
　前記外部メモリは、スマートカードと、ＵＩＭ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｓｕｂｓｃｒｉ
ｂｅｒ　Ｉｄｅｎｔｉｔｙ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードと、ＳＩＭ （Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ
　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｍｏｄｕｌｅ）カードとのうちの少なくとも１つであ
る、請求項１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記メッセージは、マルチメディアメッセージサービス（ＭＭＳ）メッセージである、
請求項１２に記載の方法。
【請求項２１】
　前記メッセージは、電子メールメッセージである、請求項１２に記載の方法。
【請求項２２】
　前記メッセージを含んでいる前記ファイルを前記受信側に転送するステップをさらに包
含する、請求項１２に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、メッセージ転送方法に関し、特に、移動通信端末機のメッセージ転送装置及
び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近来、移動通信技術が発展するにつれて、加入者は移動通信端末機を利用して大容量の
データを高速に転送できるようになった。
【０００３】
　音声通信とショートメッセージサービス（Short Message Service）で満足しなければ
ならなかった従来とは異なり、現在は、移動通信端末機により、静止画像、ロングメッセ
ージ、オーディオ、動画像、アニメーションのようなマルチメディアデータを転送できる
マルチメディアメッセージサービス（MultimediaMessage Service；ＭＭＳ）やインター
ネットメールサービスが加入者に提供されている。
【０００４】
　図４は、一般的なＭＭＳのための移動通信システムのブロック構成図である。
【０００５】
　図４に示すように、一般的なＭＭＳのための移動通信システムは、移動通信網の末端で
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各加入者に無線通話サービスを提供し、送信加入者が作成したＭＭＳメッセージ（又は、
電子メールメッセージ）をサーバに転送し、サーバから受信したＭＭＳメッセージ（又は
、電子メールメッセージ）を表示して受信加入者に伝える複数の移動通信端末機１００、
５００と、移動通信網を利用して、移動通信端末機１００、５００を接続して、加入者に
ＭＭＳ（又は、電子メールサービス）を提供する複数のサーバ２００、４００と、各サー
バ２００、４００を互いに接続して、ＭＭＳ（又は、電子メールサービス）を行うＭＭＳ
ゲートウェイ３００とから構成される。
【０００６】
　加入者が移動通信端末機１００を利用してＭＭＳメッセージ（又は、電子メールメッセ
ージ）を転送すると、該当移動通信社のサーバ２００は、これを受信して所定の処理過程
を行った後、ＭＭＳゲートウェイ３００に転送する。
【０００７】
　次に、ＭＭＳゲートウェイ３００は、受信側移動通信端末機５００を管轄する受信側サ
ーバ４００に、前記送信側加入者のメッセージを転送する。すると、受信側サーバ４００
は、これを受信側加入者の移動通信端末機５００に転送する。
【０００８】
　図５は、従来の移動通信端末機のメッセージ転送方法を示すフローチャートである。
【０００９】
　図５に示すように、加入者の指示によってマルチメディアメッセージ（又は、電子メー
ルメッセージ）が作成されると（Ｓ１０）、移動通信端末機１００は、メッセージ転送サ
ービスのために割り当てられたメモリ領域に、前記作成されたメッセージを保存する（Ｓ
２０）。
【００１０】
　移動通信端末機１００のメモリ容量は、通常、８メガバイト程度であるが、このうち、
３メガバイト程度をヒープ（Heap）に割り当てられるように設定する。ヒープとは、優先
度キュー（Priority Queue）ともいい、プログラムに割り当てられたり回収される作用を
繰り返すメモリ領域をいう。スタック領域が完全に後入れ先出し（LastIn First Out）方
式で処理されるのに対し、ヒープは、プログラムが要求するブロックのサイズや要求順序
（要求回数）に一定の規則がない点で異なる。
【００１１】
　一方、移動通信端末機１００は、前記作成されたメッセージを保存するときに、メッセ
ージのサイズがメモリ容量を超過するかどうかを判別して（Ｓ３０）、前記メッセージの
サイズがメモリ容量を超過すると、エラーを起こしてメッセージの転送を中断する（Ｓ５
０）。
【００１２】
　３メガバイトのイメージを符号化してメッセージに挿入すると、メッセージのサイズは
、ほぼ４．５メガバイトとなる。しかしながら、メッセージの保存に割り当てられたメモ
リのサイズが３メガバイトに限定されているため、メッセージを構成するための移動通信
端末機１００の符号化動作は正常に行われない。特に、メモリ容量の超過現象は、メガピ
クセル級のカメラを装着した移動通信端末機において頻繁に発生する。
【００１３】
　反面、前記作成されたメッセージを保存するときに、前記メッセージのサイズがメモリ
容量を超過しないと、移動通信端末機１００は、メッセージの転送を正常に行う（Ｓ４０
）。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１４】
　以上説明したように、従来技術の問題は、メッセージ転送サービスのために割り当てら
れる移動通信端末機のメモリ容量に制限があり、これにより、メモリ容量の超過現象が頻
繁に発生することにあった。
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【００１５】
　特に、メガピクセル級のカメラを装着した移動通信端末機のメッセージ転送において、
このようなメモリ容量の超過の問題が頻繁に発生し、加入者はその度に該当イメージをリ
サイジングしなければならないという問題があった。
【００１６】
　本発明は、このような従来技術の問題を解決するためになされたもので、作成されたメ
ッセージを保存及び転送するときにファイルを利用する移動通信端末機のメッセージ転送
装置及び方法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１７】
　上記の目的を達成するために、本発明による移動通信端末機のメッセージ転送装置は、
加入者の指示によってメッセージを生成するメッセージ生成部と、前記生成されたメッセ
ージを所定タイプのフォーマットでファイルに保存する制御部と、前記ファイルに保存さ
れたメッセージを受信側に転送する送信部とから構成されることを特徴とする。
【００１８】
　好ましくは、前記所定タイプは、インターネットメールを交換するためのマルチメディ
ア文書タイプである。
【００１９】
　好ましくは、前記所定タイプは、多目的インターネットメール拡張（Multipurpose Int
ernet Mail Extension；ＭＩＭＥ）タイプである。
【００２０】
　好ましくは、前記バッファは、前記生成されたメッセージを一時保存する。
【００２１】
　好ましくは、前記ファイルは、ＥＦＳ（Embedded File System）メモリ領域のファイル
である。
【００２２】
　上記の目的を達成するために、本発明による移動通信端末機のメッセージ転送方法は、
加入者の指示によってメッセージを作成する過程と、前記作成されたメッセージを所定タ
イプのフォーマットでファイルに保存する過程と、前記ファイルに保存されたメッセージ
を受信側に転送する過程とを含むことを特徴とする。
【００２３】
　好ましくは、前記ファイルに保存する過程は、前記作成されたメッセージをバッファに
一時保存する過程と、前記バッファのメッセージを所定タイプにフォーマットしてファイ
ルに保存する過程とを含む。
【００２４】
　上記の目的を達成するために、本発明による移動通信端末機のメッセージ転送方法は、
加入者の指示によってメッセージを作成する過程と、前記作成されたメッセージをバッフ
ァに一時保存する過程と、前記保存されたメッセージを所定のファイルに保存する過程と
、前記ファイルを受信側に転送する過程とを含むことを特徴とする。
【００２５】
　上記目的を達成するために、本発明は、例えば、以下の手段を提供する。
（項目１）
　メッセージを生成するメッセージ生成部と、
　前記生成されたメッセージを所定タイプのフォーマットでファイルに保存する制御部と
、
　前記ファイルに保存されたメッセージを受信側に転送する送信部と、
　から構成されることを特徴とする移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目２）
　前記制御部が、前記生成されたメッセージをバッファに保存した後に、所定タイプにフ
ォーマットしてファイルに保存することを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機のメ
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ッセージ転送装置。
（項目３）
　前記所定タイプが、ネットワーク上で送受信可能なマルチメディア文書タイプであるこ
とを特徴とする項目２に記載の移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目４）
　前記所定タイプが、インターネットメールを交換するためのマルチメディア文書タイプ
であることを特徴とする項目２に記載の移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目５）
　前記所定タイプが、多目的インターネットメール拡張（ＭＩＭＥ）タイプであることを
特徴とする項目２に記載の移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目６）
　前記所定タイプが、コンテンツを区別する識別子を有するタイプであることを特徴とす
る項目２に記載の移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目７）
　前記バッファが、前記生成されたメッセージを一時保存することを特徴とする項目２に
記載の移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目８）
　前記ファイルが、ＥＦＳメモリ領域のファイルであることを特徴とする項目１に記載の
移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目９）
　前記ファイルが、スマートカード、ＵＩＭカード、及びＳＩＭカードのような外部メモ
リ領域のファイルであることを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機のメッセージ転
送装置。
（項目１０）
　前記メッセージが、ＭＭＳのメッセージであることを特徴とする項目１に記載の移動通
信端末機のメッセージ転送装置。
（項目１１）
　前記メッセージが、電子メールであることを特徴とする項目１に記載の移動通信端末機
のメッセージ転送装置。
（項目１２）
　加入者の指示によってメッセージを作成する過程と、
　前記作成されたメッセージを所定タイプのフォーマットでファイルに保存する過程と、
　前記ファイルに保存されたメッセージを受信側に転送する過程と、
　を含むことを特徴とする移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目１３）
　前記ファイルに保存する過程は、
　前記作成されたメッセージをバッファに一時保存する過程と、
　前記バッファのメッセージを所定タイプにフォーマットしてファイルに保存する過程と
、
　を含むことを特徴とする項目１２に記載の移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目１４）
　前記所定タイプが、インターネットメールを交換するためのマルチメディア文書タイプ
であることを特徴とする項目１３に記載の移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目１５）
　前記所定タイプが、多目的インターネットメール拡張（ＭＩＭＥ）タイプであることを
特徴とする項目１３に記載の移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目１６）
　前記ファイルが、ＥＦＳメモリ領域のファイルであることを特徴とする項目１２に記載
の移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目１７）
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　前記メッセージが、ＭＭＳのメッセージであることを特徴とする項目１２に記載の移動
通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目１８）
　前記メッセージが、電子メールであることを特徴とする項目１２に記載の移動通信端末
機のメッセージ転送方法。
（項目１９）
　加入者の指示によってメッセージを作成する過程と、
　前記作成されたメッセージをバッファに一時保存する過程と、
　前記保存されたメッセージを所定タイプにフォーマットして所定ファイルに保存する過
程と、
　前記ファイルを受信側に転送する過程と、
　を含むことを特徴とする移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目２０）
　前記メッセージが、ＭＭＳのメッセージであることを特徴とする項目１９に記載の移動
通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目２１）
　前記メッセージが、電子メールであることを特徴とする項目１９に記載の移動通信端末
機のメッセージ転送方法。
（項目２２）
　前記所定タイプが、インターネットメールを交換するためのマルチメディア文書タイプ
であることを特徴とする項目１９に記載の移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目２３）
　前記所定タイプが、多目的インターネットメール拡張（ＭＩＭＥ）タイプであることを
特徴とする項目１９に記載の移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目２４）
　前記所定ファイルが、ＥＦＳメモリ領域のファイルであることを特徴とする項目１９に
記載の移動通信端末機のメッセージ転送方法。
（項目２５）
　メッセージを生成するメッセージ生成部と、
　前記生成されたメッセージを所定タイプのフォーマットでファイルに保存する保存部と
、
　メッセージ転送要求時、前記ファイルに保存されたメッセージを読み出す制御部と、
　前記読み出したメッセージを転送する送信部と、
　から構成されることを特徴とする移動通信端末機のメッセージ転送装置。
（項目２６）
　加入者の指示によってメッセージを作成する過程と、
　前記作成されたメッセージをバッファに保存する過程と、
　前記作成されたメッセージが前記バッファの保存容量を超過すると、その超過した部分
を所定のファイルに保存する過程と、
　前記バッファ及びファイルに保存されたメッセージを受信側に転送する過程と、
　を含むことを特徴とする移動通信端末機のメッセージ転送方法。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明は、転送するＭＭＳメッセージ（又は、電子メールメッセージ）をファイル形式
で保存することにより、メッセージのサイズがメモリ容量を超過してメッセージの転送が
中断される問題を解決した。
【００２７】
　また、本発明は、転送するメッセージに別途のメモリ領域を割り当てる必要がないため
、移動通信端末機のメモリ資源をより効率的に使用できる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２８】
　以下、本発明の好ましい実施形態を図面を参照して説明する。
【００２９】
　図１は、本発明による移動通信端末機のメッセージ転送装置のブロック構成図である。
【００３０】
　図１に示すように、本発明による移動通信端末機のメッセージ転送装置は、加入者の指
示によって、マルチメディアメッセージ（又は、電子メールメッセージ）を生成するメッ
セージ生成部１０と、前記生成されたメッセージのフォーマットをＭＩＭＥタイプに変換
してファイルに保存する制御部２０と、前記ファイルに保存されたメッセージを受信側に
転送する送信部３０とを含む。
【００３１】
　図２は、本発明による移動通信端末機のメッセージ転送方法を示すフローチャートで、
図１及び図２を参照して、本発明による移動通信端末機のメッセージ転送方法を説明する
。
【００３２】
　まず、メッセージ生成部１０が、加入者の指示によって、マルチメディアメッセージ（
又は、電子メールメッセージ）を生成すると（Ｓ１１０）、制御部２０は、前記生成され
たメッセージをバッファ４０に保存する（Ｓ１２０）。バッファ４０は、ＳＲＡＭ（Stat
ic Random Access Memory）であり、前記メッセージをファイルに保存する前に一時保存
する一時保存場所である。
【００３３】
　前記作成されたメッセージがバッファ４０に保存されるときに、前記メッセージは、所
定サイズのデータブロックに分割されて保存される。保存されるデータブロックのサイズ
は、バッファ４０の容量を考慮して決められる。
【００３４】
　バッファ４０がデータブロックで一杯になると、制御部２０は、バッファ４０に一杯に
なったデータブロックのフォーマットをＭＩＭＥタイプに変換して順にファイル（例えば
、ＳｅｎｄＭｍｓ．ｍｓｇ）に保存する。その後、全てのデータブロックがファイルに保
存されると、即ち、メッセージの全文がファイルに保存されると、制御部２０は、前記フ
ァイルをＥＦＳメモリ５０領域に保存する（Ｓ１３０）。
【００３５】
　ＭＩＭＥは、インターネットメールを交換するために、文書（マルチメディアメッセー
ジ又は電子メールメッセージ）のタイプを定義した規約であり、ｔｅｘｔ、ｍｕｌｔｉｐ
ａｒｔ、ｍｅｓｓａｇｅ、ａｐｐｌｉｃａｔｉｏｎ、ｉｍａｇｅ、ａｕｄｉｏ、ｖｉｄｅ
ｏの７つのタイプに区分される。
【００３６】
　ＥＦＳメモリ５０は、ＲＡＭ（Random Access Memory）と共に、移動通信端末機のメモ
リ部分を構成し、ＰＣ（Personal Computer）のＨＤＤ（HardDisk Drive）と同様の役割
を果たす。ＥＦＳメモリ５０には、ダウンロードしたアプレットやファイルなどが保存さ
れる。また、制御部２０は、前記ファイルをスマートカード、ＵＩＭ（UniversalSubscri
ber Identity Module）カード、及びＳＩＭ（Subscriber Identification Module）カー
ドのような外部メモリに保存することもできる。
【００３７】
　前記の過程（Ｓ１１０～Ｓ１３０）により、メッセージを含むファイル（例えば、Ｓｅ
ｎｄＭｍｓ．ｍｓｇ）がＥＦＳメモリ５０に保存されると、制御部２０は、前記保存され
たファイルからメッセージを読み出して送信部３０に送り、送信部３０は、前記送られた
メッセージを受信側に転送する（Ｓ１４０）。場合によって、制御部２０は、メッセージ
を含むファイルを受信側に転送することもできる。
【００３８】
　図３は、本発明によりファイルを生成する過程を示す図である。
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　図３は、メッセージのデータブロックを一時保存するバッファ４０と、メッセージフォ
ーマット６０と、メッセージのデータブロック４１～４７がバッファ４０を経て順にファ
イル（例えば、ＳｅｎｄＭｍｓ．ｍｓｇ）に保存される過程（Ｓ６１～Ｓ６７）とを示し
ている。
【００４０】
　ファイルに保存されたメッセージフォーマット６０をみると、メッセージは、ハイパー
テキスト転送プロトコル（Hyper Text Transfer Protocol；ＨＴＴＰ）ヘッダと、サービ
スパラメータオブジェクト（選択的）と、ボディーとからなり、前記ボディーは、コンテ
ンツと、コンテンツ間の境界を示すバウンダリーラインと、コンテンツヘッダとを含んで
いる。図３に示すように、前記コンテンツに該当するものには、ＨＴＭＬ（HyperText Ma
rkup Language）、オーディオ（音声）、イメージ、テキスト、動画像などがある。
【００４１】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、この実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲によ
ってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具体的
な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲を実
施することができることが理解される。
【００４２】
　転送するＭＭＳメッセージ（又は、電子メールメッセージ）をファイル形式で保存する
ことにより、メッセージのサイズがメモリ容量を超過してメッセージの転送が中断される
問題を解決し、転送するメッセージに別途のメモリ領域を割り当てないため、移動通信端
末機のメモリ資源をより効率的に使用可能な移動通信端末機のメッセージ転送装置及び方
法を提供する。
【００４３】
　移動通信端末機のメッセージ転送装置は、加入者の指示によってメッセージを生成する
メッセージ生成部と、生成されたメッセージを所定タイプのフォーマットでファイルに保
存する制御部と、ファイルに保存されたメッセージを受信側に転送する送信部とから構成
される。
【図面の簡単な説明】
【００４４】
【図１】本発明による移動通信端末機のメッセージ転送装置のブロック構成図である。
【図２】本発明による移動通信端末機のメッセージ転送方法を示すフローチャートである
。
【図３】本発明によりファイルを生成する過程を示す図である。
【図４】一般的なＭＭＳのための移動通信システムのブロック構成図である。
【図５】従来の移動通信端末機のメッセージ転送方法を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【００４５】
１０　メッセージ生成部
２０　制御部
３０　送信部
４０　バッファ
５０　メモリ
１００、５００　移動通信端末機
２００、４００　サーバ
３００　ＭＭＳゲートウェイ
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